
なんのための制度
なの？

イ
エ
ロ
ー
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ー
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き
ら
り
う
む
佐
渡
周
辺
は
、
古
く
は
海

辺
で
、
こ
の
周
辺
の
下
町
地
区
一
帯
は
金

銀
山
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
鉱
石
の
捨

石
を
利
用
し
て
一
町
目
か
ら
下
戸
ま
で
の

海
岸
を
埋
め
立
て
て
、
新
し
い
町
が
形
成

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
～
１
７
６
３
）

に
著
さ
れ
た
「
佐
渡
四
民
風
俗
」
に
よ
る

と
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
、
二
町
目
か
ら

下
戸
に
か
け
て
砂
が
打
ち
上
が
る
よ
う
に

な
っ
て
、
材
木
町
か
ら
板
町
に
か
け
て
渚

か
ら
人
家
ま
で
の
浜
が
短
く
な
り
、
荒
磯

に
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
か
、
下
町
で
は
頻
繁
に
高
波
の
被
害
に

遭
い
、
安
永
３
年
（
１
７
７
４
）
の
高
波

で
は
材
木
町
番
所
が
破
損
し
た
た
め
、
翌

年
に
羽
田
浜
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
も
度
々
、
高
波
に
よ
り
人
家
が
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
が
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
の
戦
時
期
、
軍
事
物
資
を
外
国
か

ら
輸
入
す
る
に
は
金
銀
で
の
支
払
い
が
必

要
で
あ
り
、
金
銀
増
産
の
た
め
に
相
川
海

岸
で
の
金
銀
を
含
ん
だ
浜
石
の
採
取
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
一
町
目
以
南
か
ら
下
戸
浜

ま
で
の
南
北
１
，
４
８
０
ｍ
、
６
．
６
ha

に
及
ぶ
海
岸
部
で
は
２
５
０
世
帯
以
上
の

家
屋
が
立
ち
退
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 　

こ
の
大
規
模
採
取
は
、
昭
和
18
年
の

「
金
山
整
備
令
」
発
布
ま
で
続
き
、
相
川

海
岸
の
景
観
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
格
的
に
海
岸
の
埋
め
立
て
が

始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
50
年
頃
の
列
島
改

造
ブ
ー
ム
の
最
中
で
、
今
の
相
川
体
育
館

や
あ
い
か
わ
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

第
１
次
工
事
地
区
に
該
当
し
て
い
ま
す
。

　

下
町
散
策
の
際
に
、
こ
の
よ
う
な
経
過

を
片
隅
に
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
見

て
い
た
だ
け
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
下
町
散
策
②
　
相
川
海
岸
の
埋
め
立
て

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

明治・大正頃の相川下戸海岸の風景

　再認定審査はジオパークを特徴付ける制度の 1 つで
す。審査ではジオパークとしてふさわしい取り組みがで
きているかを確認します。これはジオパークが、単にそ
の地域にある地層や岩石の価値だけでなく、それらを活
用した「取り組み」を継続・発展できているかを評価す
るプログラムだからです。
　再認定審査は４年に一度実施されます。しかし、佐渡
は 2017 年の審査時に「条件付き再認定（イエローカー
ド）」となったため期間が早まり、２年後である今年実
施されます。秋ごろには、審査員が現地を訪れ、その目
で取り組みの様子を確認します。
　ジオパーク推進室では、現況報告書作成や現地審査対
応など再認定審査への対応を今後も推進していきます。

教育委員会社会教育課ジオパーク推進室
　☎２７―２１６２

再認定審査結果が出るまでのスケジュール
月 予　定

5月頃 再認定審査方針・ 
審査員が決定

9月頃 現況報告書を 
日本ジオパーク委員会に提出

10～11月 現地審査実施

翌年１月 再認定審査結果 
発表！
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